








は じ め に
序章 新国家体制への視座
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第 3節 1951 年大統領選挙 新国家体制の継続をめぐって




第 4節 1959 年の憲法改正 大統領公選制の廃止と立憲的独裁の終焉
終 わ り に
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なお新国家体制に関わる情報を網羅した事典として，Fernando Rosas, José Maria Brandão



































） Goffredo Adinolfi and António Costa Pinto,õSalazarʼs ùNew Stateü: The Paradoxes of
Hybridization in the Fascist Era, in António Costa Pinto & Aristotle Kallis（eds.）, Rethinking





































） 1973 年 10 月には，ニューハンプシャー大学において近代ポルトガルに関する最初の大規模
な国際学会が開催された。この学会及び 1976 年に開催された第 2回大会での報告を基に出版さ
れた論文集として，Lawrence S. Graham and HarryM. Makler（eds.）, Contemporary Portugal:
The Revolution and Its Antecedents, Austin, University of Texas Press, 1979。特に編者 2名によ
る序章は，1960-70 年代にアメリカを中心としてポルトガル研究が発展した背景を知る上で非
常に興味深い。
)） Howard J.Wiarda, Corporatism and Development: The Portuguese Experience, Amherst, The
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+） 一党支配下の「選択肢なき選挙」の事例として 1960 年代以降の国民議会選挙を検討した，
Philippe C. Schmitter,õThe Impact and Meaning of ùNon-Competitive, Non-Free and
Insignificantʼ Elections in Authoritatian Portugal, 1933-74in Guy Hermet, Richard Rose and
Alain Rouquié（eds.）, Elections Without Choice, London and New York: Macmillan, 1978，また
新国家体制成立の社会経済的起源を探った，Philippe C. Schmitter,õTheõRégime dʼExcep-
tionThat Became the Rule: Forty-Eight Years of Authoritarian Domination in Portugal, in





としてコーポラティズムが興隆した経緯については，António Costa Pinto（ed.）, Corporatism




































11） この点は，同じく 1960 年代以降のフランコ体制の観察に基づいて「権威主義体制（Au-
thoritarian Regime）」論を析出したリンス（Juan J. Linz）とも類似する。もっとも筆者が以前
指摘したように，リンスの権威主義体制論自体には，体制初期の分析にも援用できる動態的な
側面も含まれている。武藤前掲書，15-18 ページ。
12）一例として H・マーティンス「ポルトガル」S. J. ウルフ（編）（斉藤孝監訳）『ヨーロッパの
ファシズム（下）』福村出版，1974 年など。
13） António Costa Pinto, Salazar’s Dictatorship and European Fascism: Problems of Interpreta-































thoritarianism in the Smaller States of Southern Europe, in H.E. Chehabi and Alfred Stepan








nio Costa Pinto, The Blue Shirts: Portuguese Fascists and the New State, Boulder, New York,
Social Science Monographs, 2000.
18） ポルトガルにおける新国家体制研究の動向は，Pinto, Salazar’s Dictatorship and European
Fascism, op.cit. chapter Ⅱを参照。
19） Jorge Campinos, O presidencialismo do Estado Novo, Lisboa, Perspectivas & Realidades,

























20） António Costa Pinto（ed.）, O Estado Novo: Das Origens ao Fim da Autarcia (1926-1959)（2
vol.）, Lisboa, Fragmentos, 1987. なお同書は 1986 年 11 月に開催された国際シンポジウムの成果
である。VV.AA., Salazar e o salazarismo, Lisboa, Publicações Dom Quixote, 1989, Francisco
Carlos Palomanes Martinho, António Costa Pinto（orgs.）, O corporativismo em português:
estado, política e sociedade no salazarismo e no varguismo, Rio de Janeiro, Civilização Brasileira,
2007 なども参照。
21） Fernando Rosas,O Estado Novo (1926-1974) (História de Portugal Ⅶ), Lisboa, Editorial
Estampa, 1994, António Henrique de Oliveira Marques, História de Portugal. Vol.Ⅲ. Das
Revoluções Liberais aos Nossos Dias, Lisboa, Editorial Presença, 1998 など。
22） Filipe Ribeiro de Meneses, Salazar: A Political Biography, New York, Enigma Books, 2009,
Fernando Rosas, Salazar e o poder, Lisboa, Tinta-da-china, 2012 など。
23） Arnaldo Madureira, Salazar e a Igreja, 1928-1932, Lisboa, Livros Horizonte, 2008, Rita
Almeida de Carvalho, A Concordata de Salazar, Lisboa, Temas e Debates-Círculo de Leitores,
2013, Duncan Simpson, A Igreja Católica e o Estado Novo Salazarista, Lisboa, Edições 70, 2014,
Paula Borges Santos, A segunda separação: a política religiosa do Estado Novo (1933-1974),
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26） 新国家体制における共和国大統領の権能・法制的基盤などに関する総合的研究として，
Campinos, O presidencialismo do Estado Novo, op.cit.を参照。
27） 1933 年憲法の条文は，Jorge Campinos, A ditadura militar, 1926-1933, Lisboa, Publicações
Dom Quixote, 1975 の巻末付録を参照した（以下同じ）。
 首相・政府


















































憲法に定められた組織ではないが，国民連盟（União Nacional, 以下 UNと略
記)
32)
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30） だが実際は，同業組合の設置は 1957 年まで着手されなかった。
31） 1933 年憲法において，コーポラティズム議会は国民議会開会中に，同議会に対してのみ諮
問機能を持つとされたが，1935 年の憲法改正で政府に対する諮問機能も認められた。
32） UNに関しては，Braga da Cruz, O partido e o estado no salazarismo, op.cit., Arlindo Caldeira,
õO partido de Salazar: antecedentes, organização e funções da União Nacional-1926-1934,
Análise Social, vol. XX, n.º 84, 1984 などを参照。
33） 1930 年 5 月 28 日，UN の綱領に関して行われたサラザールの演説にもこうした理念は表れ
ている。演説の内容はRosas, op.cit., pp.197-202.
34） こうしたテーゼは，1934 年 5 月に開催された UN 第 1回大会（Ⅰ Congresso）においてサ
ラザール自身によって示されている。Manuel Braga da Cruz,õSalazar e a política, em VV.





























あると指摘する。Pinto, Salazar’s Dictatorship and European Fascism, op.cit., p.77.
またコスタ・ピントが同じ箇所で示唆しているが，フランコ体制における単一政党 FET と
の比較も興味深い。動員ではなく国民の統合と教化を担ったという点で両者は一致している。
だが FETにはファシズム的思潮を持つファランヘが編入され，それが 1950 年代末に至るまで
体制変革を訴えたのに対し，UN結成時にはポルトガルのファシズム運動であるナショナルサ
ンディカリストは排除された。フランコ体制下のFETについては武藤前掲書，第 3章を参照。
36） Braga da Cruz,õSalazar e a política, op.cit., pp.69-70.
37） 第一共和制に関しては，Douglas L. Wheeler, Republican Portugal: A Political History
1910-1926, Madison, University of Wisconsin Press, 1978, Fernando Rosas e Maria Fernanda
Rollo（coords.）, História da primeira república portuguesa, Lisboa, Tinta-da-china, 2009, Nuno
Severiano Texeira, António Costa Pinto（coords.）, A primeira república portuguesa: Entre o
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38） Braga da Cruz, O partido e o estado no salazarismo, op.cit., p.255.
39） 武藤前掲論文，174 ページ。
40） Braga da Cruz, O partido e o estado no salazarismo, op.cit., p.96.
41） Adinolfi and Pinto, op.cit., p.155.
を経て内閣の政治的立場は相対的に向上し
42)








から約 2 年後の 1928 年 3月 25日に行われた大統領選挙によって同ポストに就
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los Españoles）」が，また 1947 年にはスペインが王制であることを宣言した「国家首長継承法」
が制定されるなど，フランコ体制がファシズム体制とは異なることを内外に喧伝する措置が
次々にとられた。武藤祥「フランコ体制の形成 『安全』と『正統性』をめぐって，1939-47」
『国家学会雑誌』第 116巻第 3・4 号，2003 年。
48） 新国家体制下の反対派に関しては，差し当たり David L. Raby, Fascism and Resistance in
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49） Meneses, op.cit., p.376.







































52） カルモナが大統領に就任したのは憲法制定前の 1928 年 3 月であり（前章第 1節参照），7
年の任期満了に伴い，新国家体制下では 1935 年に初めての大統領選挙が実施された。
53） O乱運動については以下の文献を参照。Luis Farinha, O reviralho: revoltas republicanas






































56） MUNAF に関しては，David L. Raby,õO MUNAF, o PCP e o problema da estratégia
revolucionária da oposição, 1942-47, Análise Social, vol. XX, n.º 84, 1984 も参照。















識人が中心となって 1945 年 10月 8日にリスボンで集会を開催した。この会合
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61） Meneses, op.cit., p.377.






































64） Raby, Fascism and Resistance in Portugal, op.cit., pp.9-10.
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66） Raby, Fascism and Resistance in Portugal, op.cit., pp.30-31.
67） Meneses, op.cit., p.385.
68） 大会の演説や各報告は，Arquivo Nacional Torre do Tombo（以下 ANTT と略記）, União



























展開された。一例として，2 月 6 日にグアルダ（Guarda）県ゴウヴェイア
（Gouveia）市で開催された選挙集会で，演壇に立った協同体省次官（Subsecre-
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71） 選挙期間中にポルタレグレ（Portalegre）県で掲示されたポスターには次のような文言が躍


















1948 年 8月 25日に UNの執行委員長（Presidente da Comissão Executiva）レ
























73） ANTT, União Nacional, cx.128, mç.522（PT/TT/UN-A/A-6-60/2）.


































立教法学 第 98 号（2018)
170（151）




























































































第 3節 1951 年大統領選挙 新国家体制の継続をめぐって
 カルモナの死と「双頭的大統領制」の動揺
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79） Raby, Fascism and Resistance in Portugal, op.cit., p.31.








































83） Rosas, op.cit., p.508.
84） Raby, Fascism and Resistance in Portugal, op.cit., p.35.
ら見られた東西冷戦の激化と，それに伴う西側諸国での反共産主義の高まりで



































断され，メイレレスも 7 月 19日に撤退を表明した
90)
。
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85） ルイス・ゴメスはポルト大学の数学講師であったが，パージによりその職を追われていた。
86） メイレレスは 1928 年 12 月から翌年 7月まで，外相を務めた経験も持つ。
87） Raby, Fascism and Resistance in Portugal, op.cit., pp.36-37.
88） Meneses, op.cit., p.413.



































90） Meneses, op.cit., p.415.
91） 以下言及・引用する報告書は，特に断りのない場合 ANTT, União Nacional, cx.137, mç.533
（PT/TT/UN-A/A-6-60/12）。



































































































94） 1958 年大統領選挙に関して最も詳細な情報を提供している文献として，Iva Delgado, Carlos
Pacheco, Telmo Faria（coords.）, Humberto Delgado: as eleições de 58, Lisboa, Vega, 1998。
95） 冷戦の激化によって，西側諸国（特にアメリカ）が反ファシズムから反共産主義へと大きく
方針転換したことは，ポルトガルと同様スペインのフランコ政権にも極めて重要であった。ス









































































98） 民主社会評議会は，共和派の重要知識人であるアゼヴェード・ゴメス（Mário de Azevedo
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100） デルガドは 1930 年代から新聞やラジオ，演説などで政権を称揚する声明を数多く発表し
た。また 1933 年には『「ホモ・サピエンス」の堕落について（Da pulhice do “Homo Sapiens”）』
という書物を出版し，第一共和制期の政治家や議会政治の批判と，サラザールへの賛美を示し
た。Raby, Fascism and Resistance in Portugal, op.cit., pp.160-161.
101） ANTT, Secretaria-Geral da Presidência do Conselho Oliveira Salazar/Marcelo Caetano
（SGPCM-PCOSMC）, NT.120（PCOS/MC. PRC 4/A-5-5）. なおこの史料を筆者が閲覧したのは
2014 年 3 月および 2015 年 3 月である。その後これらには新たな整理番号・参照コードが付さ
れたが，本稿執筆時点において，ANTTのウェブサイト上で新しい参照コードを確認すること
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105） Raby, Fascism and Resistance in Portugal, op.cit., p.171.
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108） Rosas, op. cit., p.528.
109） 5 月 20 日には，一時大統領選への立候補を模索していたクーニャ・レアルがデルガドへの
支持を表明した。




































112） デルガドが 5 月 27 日にブラガ（Braga）市を訪問した際，国防大臣サントス・コスタ
（Fernando dos Santos Costa）が，デルガドの集会と同じタイミングでポルトガル軍団（ 82
参照）のパレードを開催して広場などを占拠し，デルガドが市民と接触する機会を妨害したと
いう。Ibid., p.188.
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114） 発展計画は，1950 年代以降 4回にわたって実施された経済開発のための 5 か年計画であ
る。農業，工業，輸送・通信，技術学校という 4分野に対し国家が重点投資を行うというのが
その主眼であった。第二次発展計画は 1959 年から 64 年まで実施された。
115） Meneses, op.cit., pp.435-436.
116） ANTT, União Nacional, cx.362, mç.970, pt.5（PT/TT/UN-A/A-6-60/22）.
117） 一般的に女性有権者が選挙に対し高い関心を持っているという点は，例えば 1951 年大統領
選挙におけるベージャ県からの報告でも言及されている。ANTT, União Nacional, cx.137, mç.
533（PT/TT/UN-A/A-6-60/12）.
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120） Ibid., p.190.
121） Francisco Soares, Victor CavacoõAnálise dos resultados, em Delgado, Pacheco, Faria


























122） ANTT, União Nacional, cx.362, mç.970, pt.6（PT/TT/UN-A/A-6-60/22）.
表 市の規模と各候補への投票率


















































第 4節 1959 年の憲法改正 大統領公選制の廃止と立憲的独裁の終焉
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127） Campinos, O presidencialismo do Estado Novo, op.cit., pp.48-51.
128） Rosas, op. cit., p.511.
家体制は，真に戦われたただ一度の大統領選挙の後，その立憲的性質を自ら放
棄したのである。
終 わ り に
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130） 武藤前掲論文，181-182 ページ。
131） 20世紀ポルトガルにおける政治と軍との関係を分析した文献として，José Medeiros Fer-
reira, O Comportamento Político dos Militares: forças armadas e regimes políticos em Portugal no
século XX（2.ª edição）, Lisboa, Editorial Estampa, 2001。






出典：Delgado, Pacheco, Faria（coords.）, op.cit., pp.523-530 の表を基に筆者作成。投票・得票率はいずれもパ
ーセンテージ。
